
【11⽉は虐待防⽌推進⽉間】⼦どもと家族が地域から孤⽴しな
いために SOS⼦どもの村JAPANが取り組む虐待予防の取り組み

No child should grow up alone. ⼦どもと家族が地域から孤⽴しないために

認定NPO法⼈「SOS⼦どもの村JAPAN」（ https://www.sosjapan.org/ ）は、オーストリアに本部を置

き130以上の国と地域で活動する国際NGO「SOS Childrenʼs Villages International」の⽇本法⼈で

す。当法⼈は、⼦どもと家族が地域社会から孤⽴することによって⽣じるさまざまな課題を解決するた

めに、「⾥親制度」を活⽤した「地域の家族⽀援」の取り組みや、福岡市から委託を受け、⼦ども家庭

⽀援センターとヤングケアラー相談窓⼝を設置しています。⼦どもの声を聴きながら、⼦どもと家族の

⽀援を⾏っています。

11⽉は虐待防⽌推進⽉間です。⽇本全国での虐待相談対応件数は増え続け、年間21万件を超えました。

私たちSOS⼦どもの村JAPANが取り組む社会課題と、「地域の家族⽀援」や「虐待予防の取り組み」に

ついてご紹介いたします。
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SOS⼦どもの村JAPANが取り組む「社会課題」

⼦どもと家族が地域社会から孤⽴することによって⽣じる、さまざまな課題に取り組んでいます。

①”孤育て”の現状

福岡市は⼈⼝164万⼈の政令指定都市。⼈⼝が増え続け、活気あふれる都市の⼀⾯とは裏腹に「孤育て」

の課題があります。福岡市の調査によると、⼩学⽣の保護者の4⼈に1⼈が、⼦どもを預けられる親族や

友⼈・知⼈がいないと感じながら⼦育てをしているそうです。
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福岡市「⼦ども・⼦育て⽀援に関するニーズ調査（平成30年度）」

https://www.city.fukuoka.lg.jp/kodomo-mirai/kosodateshisaku/child/kodomokosodateshiennikansu

runeedschousaheisei30nendotounokekka.html

②⼦どもショートステイを利⽤する理由、第1位「育児疲れ」

福岡市内の⼦どもショートステイの利⽤⽇数は、年々増え続けています。（令和4年度、⼦どもショート

ステイ利⽤のべ⽇数 速報値 6,851⽇※R4年度 2⽉末までの数値）

利⽤理由で1番多いのが「育児疲れ」。孤⽴を感じながら⼦育てをしている家庭が多く、またその多くが

、ひとり親家庭であり、繰り返しショートステイを利⽤しながら地域のなかで暮らしています。

地域から⼦どもと家族が孤⽴した状態が⻑引けば、たとえ親⼦が「SOS」を出していてもその声を拾いあ

げることが困難になります。

⼦どもと家族が地域から孤⽴しないために - SOS⼦どもの村JAPANの取り組み - 

■「⼦どもの村福岡」が取り組む「⼦どもショートステイ」

保護者の病気や育児疲れなどのさまざまな理由で、短い期間、親元から離れて暮らす必要がある⼦ども

が増えています。そういった⼦どもを受け⼊れる事業「⼦どもショートステイ」。（福岡市⼦育て短期

利⽤事業）「⼦どもの村福岡」（福岡市⻄区今津）でも受け⼊れております。

https://www.city.fukuoka.lg.jp/kodomo-mirai/kosodateshisaku/child/kodomokosodateshiennikansuruneedschousaheisei30nendotounokekka.html
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5棟あるうちの2棟を「⼦どもショートステイ専⽤棟」として受け⼊れています。「⼦どもの村福岡」で

は、保育⼠・社会福祉⼠などの⼦どもの福祉に関わる専⾨家が常駐し、⼦どもと家族の⽀援を⾏ってい

ます。受け⼊れの際は、普段の⼦どもの⽇常を⼤切にしながら⼦どもショートステイを⾏っています。

■⾥親ショートステイ事業「みんなで⾥親プロジェクト」

© ️Ryuto Sato

SOS⼦どもの村JAPANがきっかけで登録した、地域の⾥親家庭（現在登録数：57世帯 ※2023年10⽉現

在）と協働をしながら、⼦どもを受け⼊れています。⼦どもひとりひとりの状況に合わせながら家庭環

境で預かることができる、⾥親による「⼦どもショートステイ」は地域による⾝近な家族⽀援として全

国から注⽬をされています。



福岡市内のショートステイ⾥親は、2014年にプロジェクトが始まって以来増え続けていますが、⼦ども

ショートステイの利⽤ニーズは年々増加の⼀途をたどり、利⽤申し込みの多くをお断りしなければなら

ない状況です。

⽉に1回「⾥親って？カフェ」をさまざまな地域で開き、ショートステイ⾥親の募集を⾏なっています。

新たな地域の家族⽀援の担い⼿となってくださる⽅が必要です。ぜひ興味・関⼼のある⽅はご参加くだ

さい。

◆「みんなで⾥親プロジェクト」HP

https://local.sosjapan.org/

■⼦ども家庭⽀援センター「SOS⼦どもの村」

福岡市からの委託を受け開設した、地域の⼦どもと、家族、⾥親家庭、ファミリーホームのための相談

機関です。

平⽇の夜および⼟⽇祝祭⽇に、臨床⼼理⼠や公認⼼理師など、⼦どもにかかわる専⾨職のスタッフが、

家族のあらゆる悩みについて相談を受けています。必要に応じて、⼼理検査やプレイセラピー、⼼理療

法、カウンセリング、ペアレントトレーニングなどを⾏います。⼦どもを主体に、⼦どもの声を聴きな

がら、家族とともに困難の解決をめざしています。

◆福岡市⼦ども家庭⽀援センター「SOS⼦どもの村」HP

https://www.sosjapan.org/child-and-family-support-center

■ ヤングケアラー相談窓⼝「SOS⼦どもの村」

https://local.sosjapan.org/
https://www.sosjapan.org/child-and-family-support-center
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ヤングケアラーとは、家族にケアが必要な⼈がいる場合に、本来⼤⼈が担うようなケア責任を引き受け

、家事や家族の世話、感情⾯のサポートなどを⾏っている18歳未満の⼦どものことです。「ヤングケア

ラー相談窓⼝」は、福岡市からの委託を受け運営しており、ヤングケアラーに関する相談を受け、悩み

ごとについて⼀緒に考え、状況を整理して、コーディネーターが適切な⽀援先につなげています。

ヤングケアラー相談窓⼝と地域とのかかわり



地域で⾏ったヤングケアラー研修がきっかけで、「地域で何かできないだろうか」と話し合いが始まり

、ヤングケアラーについての特集コーナーを地域のイベントやお祭りで出展をするなど、地域の⽅と協

働をしながら広報・啓発活動を⾏なっています。

当⽇は⼦どもの権利やヤングケアラーに関するアンケートを取り、⼦どもからも答えてもらいました。

回答の半数以上は、「ヤングケアラーという⾔葉を初めて聞いた」という回答でした。

開設から2年。活動を通じて⾒えてきたこと



福岡市内で、ヤングケアラーについての研修を⾏っています。昨年度は、1303名の⽅に研修を受講して

いただきました。⺠⽣委員・児童委員などの⼦どもに関わる専⾨職の⽅だけでなく、地域の⽅々もご参

加いただいています。

研修が始まった当初、「ヤングケアラー」という⾔葉ばかりが先⾏し、参加者の⽅から「昔はヤングケ

アラーなんてたくさんおった」と⾔われることも珍しくありませんでした。「家族のことは、家族の中

で助け合う」というような、それが当たり前のことである雰囲気がありました。

最近は、地域住⺠同⼠のつながりも弱くなり、⼦育てや家族の在り⽅も昔とは変わってきています。そ

んななか、社会問題として注⽬されているヤングケアラー。地域にとって遠い存在ではないということ

を伝えたく、⽇々研修を通じ、地域の⽅と対話を重ねています。

◆参加いただいた⽅からの声

・地域でヤングケアラーに気付くためには、どうしたらいいんだろう？

・プライバシーがある中で、⼦どもたちをどう⾒守ればいいんだろう？

私たちは「ヤングケアラーの発⾒」という表現を使わずに、研修を⾏なっています。ヤングケアラーは

「⾒つけるもの」ではなく、さまざまなことを1⼈で抱えた⼦どもが、地域のなかにいるかもしれない。

信頼関係を築いた⼤⼈に家のことを少しでも話せることが⼤切だと思っています。

◾ヤ️ングケアラーについての研修などの依頼を受け付けております。

ヤングケアラー相談窓⼝のスタッフが講師としてお話します。研修

のご依頼等お待ちしております。

申し込みURL：https://forms.gle/vQLzMfzBfCP8UKWz7

https://forms.gle/vQLzMfzBfCP8UKWz7


イベントのご案内

SOS⼦どもの村JAPANが取り組む活動について知っていただくための機会を設けております。ぜひご参

加ください。

・12⽉、1⽉の⾥親って？カフェ

◾️12/1（⾦）10:30〜12:30 さざんぴあ博多

◾️1/31（⽔）13:30〜15:30 福岡市⻄区役所

⾥親って、⼦どもが⼩さい時から⼤きくなるまで、⻑い間育てていくイメージがありませんか？

“ショートステイ”とは保護者の病気や育児疲れなどの理由で、⼀時的に⼦どもを育てられなくなった

時、原則７⽇間以内、預けることができる福岡市のサービスです。数⽇間だけでも⾥親家庭を必要とし

ている⼦どもたちが、皆さんを待っています。「⾥親って…？聞いてみようかな。」から、始めてみま

せんか？

◆詳細

・⽇時：2023年12⽉01⽇（⾦） 10:30  〜 12:30

・場所：さざんぴあ博多（〒812-0883 福岡県福岡市博多区南本町

２丁⽬３­１）

・⽇時：2024年01⽉31⽇（⽔） 13:30  〜 15:30

・場所：福岡市⻄区役所（〒819-0005 福岡県福岡市⻄区内浜１丁

⽬４­１）

◆お申込みはこちらから

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdAO-W0edID-47w

jGtWc6s8ZktAqIuxieKYUH2yxYK9dOupCw/viewform

◾️12/6（⽔）19:00〜21:00 福岡市NPO・ボランティアセンター「あすみん」

「SOS⼦どもの村 活動説明会」は、はじめての⽅に知っていただくための機会として対⾯やオンライン

などで開催し、年間300名以上の⽅が参加するセミナーになります。⼀般企業から転職した職員が、でき

る限り分かりやすくお話ししますので、福祉の専⾨的知識はまったく不要です。お気軽に参加ください

。

※専⾨領域（福祉・⾏政）の⽅向けでは無く、⼀般の⽅向けに活動を全般的に知って頂く内容になりま

す。

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdAO-W0edID-47wjGtWc6s8ZktAqIuxieKYUH2yxYK9dOupCw/viewform


・⽇時：2023年12⽉06⽇（⽔） 19:00  〜 21:00

・場所：福岡市NPO・ボランティアセンター「あすみん」（福岡市

中央区今泉1丁⽬19­22 天神クラス 4階）

◆お申し込みはこちらから

https://pro.form-mailer.jp/fms/ba8b774f256153

団体概要

認定NPO法⼈SOS⼦どもの村JAPAN

設 ⽴：2006年12⽉21⽇

理事⻑：福重淳⼀郎

所在地：〒810-0042 福岡市中央区⾚坂1-3-14 ブランシェ⾚坂3F

電 話：092-737-8655

URL：http://www.sosjapan.org/

特設サイト：https://www.sosjapan.org/supporterpage/
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当プレスリリースURL

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000019.000101676.html

認定NPO法⼈SOS⼦どもの村JAPANのプレスリリース⼀覧

https://prtimes.jp/main/html/searchrlp/company_id/101676

【本件に関する報道機関からの問い合わせ】

・認定NPO法⼈SOS⼦どもの村JAPAN 広報：渡辺睦美

メールアドレス：press@sosjapan.org

電話：09085097678
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